
CITI Japan 教材の中から
CITI Japan プロジェクトとは

信州大学医学部特任教授

Vanderbilt大学医学部小児科学・内科学教授

市 川 家 國

CITI: “Collaborative Institutional Training Initiative”

研究者の行動規範に関する国際標準教育をめざす
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資料３



本講演に当たり、講演者には利益相反として
開示すべき事項はありません。

平成25年6月26日 市川家國

利益相反に関して：

研究者行動規範教育
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概要

（欧）米における対応策

わが国の現状と対応

ＦＡＱ

わが国の研究者主導の動き
＝ CITI Japan プロジェクト 23-39

わが国での不正行為の現状
内観
外観

わが国における対応策
内観
外観
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グローバルな
ミスコンダクトの減少

＜背景＞

世界： 繰返されるミスコンダクト

欧米： 取締りから教育へ重点の移行

日本： 教育カリキュラムの欠如

＜戦略＞

・大学院・研究機関での行動規範教育

・国際標準を満たし、Up-dateし続ける教育内容

・e-learning による均一教育の全国普及

CITI Japan プロジェクト

米国
CITI Program

(Collaborative Institutional
Training Initiative ) 

・全ての研究者に義務付けられている行動

規範教育コンテンツを提供

・ほぼ全ての大学(top 100大学中99大学）・

研究機関による利用
大学院生
研究者

受講認定

Web運営
窓口サービス

利用機関拡大

文部科学省「大学間連携共同教育推進事業」

連携６大学＊ + 連携機関 + 協力教員多数

信州大学・東京医科歯科大学・福島県立医科大学
北里大学・上智大学・沖縄科学技術大学院大学

＊

国際標準とされる行動規範を理解した
研究者の全国的育成

・日本医学会

・全国医学部長病院長会議

・宇宙航空研究開発機構

・全国遺伝子医療部門連絡

会議等との連携

広報活動

・全米教員団体の協力のもとでの教材作成
・協力教員による妥当性の精査と加筆修正
・関連事業との連携
・パブリック・コメント
・ユーザーミーティング

国際標準の教材作成

【教材例】
責任ある研究行為・ミスコンダクト・利益相反・
公的研究費の取り扱い・倫理審査委員会による
審査・個人情報の扱い・オーサーシップ 他

研究者育成の為の行動規範教育の標準化と教育システムの全国展開
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REQUIRED EDUCATION IN THE PROTECTION OF HUMAN 
RESEARCH PARTICIPANTS 
Release Date: June 5, 2000 (Revised August 25, 2000) 

NOTICE: OD-00-039 National Institutes of Health Policy: 
Beginning on October 1, 2000, the NIH will require education 

on the protection of human research participants for all 
investigators submitting NIH applications for grants or proposals 
for contracts or receiving new or non-competing awards for 
research involving human subjects. Background To bolster the 
Federal commitment to the protection of human research 

participants, several new initiatives to 
strengthen government oversight of 
medical research were announced by 
HHS Secretary Shalala on May 30, 2000. 
This announcement also reminds 
institutions of their responsibility to 
oversee their clinical investigators and 
institutional review boards (IRBs). 

One of the new initiatives addresses education and training. 

海外共同研究者も

日本の倫理専門家の方々

は「論文発表」と称して、文

献検索のペーパーを沢山

出されていますが、教育に

は無頓着ですね。
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Country GCP Adoptions HRP Education

Japan ICH (1998) Optimistic & confident 

Singapore Yes (1998) 10 sites

South Korea Yes (2001) CITI - Korea

Hong Kong ICH

Taiwan Yes (1997) CITI - Taiwan

Indonesia Yes (2001)

Malaysia Yes (1999)

Philippines Yes (1993)

Thailand Yes (2000) Thai GCP

China Yes (1999) In Progress

India Yes (2001) CITI - India

Ethics Education in Asia

By the courtesy of Capt. Melody Lin6



Division of Investigative Oversight (DIO)

Division of Education and Integrity (DEI)

（研究公正局）

取締り

教育
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「責任ある研究行為」に関する倫理学習を義務とする

2010年1月25日以降

対象者： 学部学生、修士課程学生、博士課程学生、

ポスドク、新任教員

学習時間： 4年毎に 8時間以上

形式： Web教材だけでなく、講義＋２方向性授業

内容： a→i (+研究の安全性、環境への配慮、社会的責任)



「責任ある研究行為（RCR）」教育の項目

1. データの収集、管理、共有。所有
2. 研究を指導する者および受ける者の責任
3. 論文発表と著者の責任
4. ピアレビュー
5. 共同研究
6. ヒトを対象とした研究
7. 動物を用いた研究
8. 研究における不正行為
9. 利益相反と責務

10. 法令・指針および施設内規則の遵守
11. 上記に関する習得を確保するための評価手段
12. 研究における安全対策
13. 研究者の社会的義務
14. 内部告発
15. 国外搬送と国の安全保障
16. 研究費の取り扱い

当初、パブコメを
求める際に

提示された学習領域
(Human Health Service)
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David BABINGTON-SMITH
Epigeum, United Kingdom

Makoto ASASHIMA (Japan)
Tokyo University

Dr. Paul BRAUNSCHWEIGER (USA)
University of Miami, CITI Program

イギリスでは
企業作成教材が１０施設で
利用され始めています。

アメリカでは
教員NPO団体の教材が

殆どの大学等で
使われています
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Harvard
http://www.hsph.harvard.edu/ohra/human-subjects-training-requirements/
MIT
http://web.mit.edu/committees/couhes/humansubjects.shtml
Stanford
http://researchcompliance.stanford.edu/hs/new/resources/training/index.html
Vanderbilt
https://www4.vanderbilt.edu/irb/
NASA
http://irb.nasa.gov/?p=crResearchGuidance
Rockefeller
http://rucares.rockefeller.edu/clinicalresearch/dept/crso/education
M.D. Anderson Cancer Center
http://www3.mdanderson.org/calendar/event/Human_Subjects_Protection_Training_18589.html
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ＣＩＴＩ教材の中からNASAが指定する教科を選んで、
学習を済ませ、修了証を取得して、それを研究審査
申請書に付して提出しなさい。

JAXAの研究者は、CITI Japanの教材の中
からJAXAが指定する学習を済ませること
が必須となります。
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